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根
本
み
は
る
市
議
が
お
こ
な
っ
た
一

般
質
問
の
内
容
の
一
部
（
そ
の
２
）
を

お
伝
え
し
ま
す
。 

   

難
聴
は
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に

と
っ
て
身
近
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
日
常
生
活
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
困
難
に
し
て
い
る
問
題

と
と
も
に
、
う
つ
や
認
知
症
の
要
因

と
な
る
危
険
性
も 

研
究
の
中
で
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
難
聴
の
方
に
と

っ
て
、
補
聴
器
は
働
く
上
で
も
必
要

で
あ
り
、
生
活
を
支
え
る
有
効
な
手

段
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

難
聴
の
方
の
う
ち
、
補
聴
器
を
使

用
し
て
い
る
人
の
割
合
で
は
、
欧
米

諸
国
と
比
較
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
４

２
，
４
％
、
ド
イ
ツ
３
４
，
９
％
、

フ
ラ
ン
ス
３
４
，
１
％
、
ア
メ
リ
カ

３
０
，
２
％
に
対
し
、
日
本
は
１
３
，

５
％
と
こ
れ
ら
の
半
分
以
下
と
い

う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
一
般

社
団
法
人
日
本
補
聴
器
工
業
会
が

J
a
pa
nT
ra
k

２
０
１
５
の
調
査
結

果
に
基
づ
く
デ
ー
タ
） 

必
要
と
さ
れ
る
補
聴
器
を
持
つ

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
多
く
の

方
の
生
活
へ
の
支
障
が
生
じ
、
そ
の

対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。 

  

補
聴
器
の
価
格
は
、
日
本
補
聴
器

工
業
会
の
調
べ
で
は
両
耳
で
平
均

３
０
万
円
と
言
わ
れ
て
お
り
高
額

な
も
の
で
す
。 

兵
庫
県
議
会
を
は
じ
め
「
高
齢
者

の
補
聴
器
購
入
費
の
国
の
助
成
制

度
の
創
設
」
を
求
め
る
全
国
の
市
町

  

村
議
会
の
意
見
書
は
、
２
０
２
１ 

年 

９
月
時
点
で 

１
８
０
議
会
に
急
増

し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
難
聴
は
認
知
症
の
危
険
因
子

で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
は
、
補
聴
器

を
用
い
た
聴
覚
障
害
の
補
正
に
よ
る

認
知
機
能
低
下
予
防
の
効
果
を
検
証

す
る
た
め
の
研
究
を
推
進
す
る
と
し

て
い
ま
す
。 

 

補
聴
器
を
用
い
た
聴
覚
障
害
の
補

正
に
よ
る
認
知
機
能
低
下
予
防
の
効

果
検
証
と
し
て
、
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
会
議
で
認
知
症
予
防
、
介
入
、

ケ
ア
に
関
す
る
ラ
ン
セ
ッ
ト
国
際
委

員
会
が
報
告
し
た
内
容
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
認
知
症
の
全
症
例
の
約

４
０
％
が
潜
在
的
に
修
正
可
能
な
因

子
に
起
因
す
る
と
し
、
難
聴
が
そ
の

も
っ
と
も
大
き
な
危
険
因
子
に
相
当

す
る
と
い
う
内
容
で
す
。 

  
 

世
界
保
健
機
構
（WH

O

）
が
補
聴
器

の
装
着
を
推
奨
す
る
聴
力
は
、
４
１

デ
シ
ベ
ル
以
上
の
中
等
度
で
、
普
通

の
大
き
さ
の
声
で
の
会
話
の
聞
き
間

違
い
や
聞
き
取
り
に
く
さ
を
感
じ
る

程
度
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

聴
力
の
検
査
聴
力
の
衰
え
を
本
人
の

自
覚
だ
け
で
な
く
、
客
観
的
に
数
字

で
認
識
で
き
、
補
聴
器
購
入
の
き
っ

か
け
に
も
な
り
ま
す
。 

Ｑ 

聴
力
検
査
を
毎
年
、
職
場
の
診

断 

以
外
に
個
人
で
受
け
る
聴
力
検
査 

の
機
会
は
少
な
く
、
聴
力
の
低
下 

を
早
期
に
把
握
す
る
た
め
、
医
療 

機
関
で
の
定
期
的
な
受
診
で
き
る 

特
定
健
康
診
査
に
お
い
て
、
聴
力 

検
査
を
あ
わ
せ
て
実
施
で
き
な
い 

か
。 

 

Ａ 
 

特
定
健
康
診
査
の
検
査
項

目
へ
の
追
加
は
考
え
て
い
な

い
。 

 

西
東
京
市
医
師
会
が
、
公
益
事
業

と
し
て
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の

聴
覚
検
診
を
立
ち
上
げ
、
一
般
市

民
に
対
し
て
、
区
市
町
村
が
お
こ

な
う
健
康
診
査
を
通
し
て
施
行
さ

れ
て
い
る
と
言
う
例
も
あ
り
ま

す
。 

 

 

東
京
都
豊
島
区
で
は
、
事
業
の

目
的
を
「
聴
力
低
下
に
よ
る
閉
じ

こ
も
り
を
防
ぎ
、
高
齢
者
の
積
極

的
な
社
会
参
加
や
地
域
交
流
を
支

援
し
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
、
認

知
症
予
防
に
資
す
る
こ
と
」
と
Ｈ

Ｐ
で
明
確
に
し
、
千
葉
県
浦
安
市

で
は 

２
０
数
年
前
か
ら
医
師
の

証
明
が
あ
れ
ば
所
得
制
限
な
し
で

申
請
・
受
給
で
き
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
愛
知
県
内
の
自
治
体
の
助

成
制
度
は
下
記
の
通
り
で
す
。 

Ｑ 
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
補
助 

 

制
度
の
考
え
は
。 

Ａ 
 

補
聴
器
購
入
費
を
助
成
す
る 

制
度
の
導
入
は
予
定
し
て
い
な 

い
が
、
引
き
続
き
各
方
面
の
研 

究
状
況
や
、
国
の
動
き
等
を
注
視 

し
て
い
く
。 

 

根
本
市
議
は
、
国
の
制
度
創
設

を
待
つ
の
で
は
な
く
、
市
民
の
要

望
で
あ
る
補
聴
器
購
入
助
成
制
度

を
つ
く
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

 

全
国
市
長
会
で
は
、
令
和
４
年
度
国

の
施
策
及
び
予
算
に
お
け
る
高
齢

福
祉
に
関
す
る
提
言
「
補
聴
器
購
入

に
対
す
る
補
助
制
度
の
創
設
な
ど

に
つ
い
て
，
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
」
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

 

県内の補聴器補助実施状況 

市町村 年齢 補助金額 

犬山市 65歳以上 
住民税非課税世帯 

購入費用の半額（上限 2 万円） 

稲沢市 70歳以上 
住民税非課税世帯 

購入費用の半額（上限３万円） 

設楽町 65歳以上 

1 回限り 3分の２以内で上限５万円 

修理または調整に要した費用は耐用 

年数中、年 1回上限１万円補助 

  2021 年愛知自治体キャラバンまとめより 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

み
込
み
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
“
戦
争
か
平
和
か
”

核
兵
器
の
禁
止
か
核
破
局
の
脅

威
か
”
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に

そ
の
選
択
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。 世

界
大
会
へ
の
支
持
・
賛
同
、

広
島
・
長
崎
で
の
大
会
と
合
わ

せ
て
、
全
国
の
主
要
都
市
で
開

催
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
へ
の

参
加
、
核
兵
器
廃
絶
の
国
際
共

同
行
動
「
平
和
の
波
」、
核
兵
器

禁
止
条
約
参
加
を
求
め
る
署

名
、
対
話
、
国
民
平
和
大
行
進

な
ど
、
と
も
に
行
動
す
る
よ
う

全
国
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
訴
え

ま
す
。
（
世
界
大
会
パ
ン
フ
よ

り
） 

「
被
爆
者
と
と
も
に
、
核
兵
器

の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を 

— 

人
類
と
地
球
の
未
来
の
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
８
月
４
日
か
ら

８
日
ま
で
３
年
ぶ
り
に 

２
つ
の

被
爆
地
で
原
水
爆
禁
止
２
０
２
２

年
世
界
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
さ

ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
も
併
用
し
、
全

国
と
世
界
を
結
び
ま
す
。 

今
、
被
爆
国
日
本
の
原
水
爆
禁

止
の
世
論
と
運
動
は
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
実
現
さ
せ
る
上
で
、

特
別
に
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
︒
岸
田
内
閣
は
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
機
に
、
日
本

を
ア
メ
リ
カ
の
核
戦
略
態
勢
に
組

 

 

 

 

 

 

 

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

・
特
別
企
画 

 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る 

政
府
の
実
現
め
ざ
し
、
新
た
な
共

同
を
ー
国
会
議
員
と
の
対
話
」 

・
被
爆
者
の
訴
え 

・
広
島
か
ら
の
よ
び
か
け 

等 

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

・
主
催
者
あ
い
さ
つ 

・
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
、
政
府
代
表 

・
来
賓
あ
い
さ
つ 

・
被
爆
者
あ
い
さ
つ 

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介 

・「
平
和
の
波
」
開
始
宣
言 

 

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

・
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
報
告 

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介 

・
被
爆
者
の
訴
え 

・
文
化
企
画
・
日
本
と
世
界
、
草
の

根
の
運
動
の
交
流 

 

等 


